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１．評価対象区間



三原久井ＩＣ

本郷ＩＣ

尾道ＩＣ 福山西ＩＣ

尾道JCT

西瀬戸
尾道ＩＣ

向島ＩＣ

福山東ＩＣ

尾道北ＩＣ

世羅ＩＣ

西藤ＩＣ

河内ＩＣ

福地ＩＣ

吉和ＩＣ

平原ＩＣ

栗原ＩＣ

福山SAスマートIC
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１．評価対象区間
１．評価対象区間

【対象区間周辺の道路網（広域道路ネットワーク図）】

対象区間

広島空港

2

E76

み は ら

三原市

たけはら

竹原市 尾道糸崎港
（糸崎港区）

185

2

2

E54

E2

E2
おのみち

尾道市

ふくやま

福山市

せ ら

世羅町

至

広
島
市

至

岡
山
市

おかやま

岡山県

ひろしま

広島県

福山港

道の駅
アリストぬまくま

道の駅
みはら神明の里

三原市役所

竹原市役所

尾道市役所

福山市役所

世羅町役場

道の駅
クロスロードみつぎ

ふちゅう

府中市

道の駅びんご府中

道の駅世羅

道の駅よがんす白竜

府中市役所

尾道糸崎港
（尾道港区）

尾道糸崎港
（松永港区）

ふ く や ま ほ ん ご う

福山本郷道路 延長 約３０ｋｍ

道の駅たけはら

因島北ＩＣ

国道２号
(主)瀬野川
福富本郷線

182

凡例

高規格道路（４車線以上）

高規格道路（２車線）

高規格道路（事業中）

高規格道路（調査中）

一般広域道路（４車線以上）

一般広域道路（２車線）

その他の道路

○福山本郷道路は、山陽自動車道本郷ICと重要港湾尾道糸崎港の連携を強化し、時間距離を大幅に短縮するとともに、瀬戸内沿

岸諸都市の連携強化を図ることを目的とした、延長約３０ｋｍの高規格道路である。

○対象区間は、福山本郷道路の新倉町ランプ～本郷地内である。

ふ く や ま ほ ん ご う ほ ん ご う お の み ち い と ざ き

ふ く や ま ほ ん ご う しん くら ちょう ほ ん ご う

新倉町
ランプ

広島県全域

広島市

呉市

福山市

三次市

三原市

竹原市

尾道市

広 島 県

山陽自動車道
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２．これまでの整備状況



２-１．福山本郷道路の整備経緯
２．これまでの整備状況

5

ふくやまほんごう

福山本郷道路 延長 約３０ｋｍ

至

広
島
市

至

岡
山
市

広島空港

2

E2

E2

E54

E76
2

ほんごう

本郷IC

み は ら く い

三原久井IC

おのみち

尾道IC
おのみち

尾道JCT
ふくやま にし

福山西IC

にしふじ

西藤IC

に し せ と おのみち

西瀬戸尾道IC

おのみちおおはし

尾道大橋出入口

く り は ら

栗原IC

ひらはら

平原IC

よ し わ

吉和IC

ふ く ち

福地IC

いとさき

糸崎ランプ

これくに

是国ランプ

ときひろ

時広ランプ

なかのちょう

中之町ランプ

え げ た に

恵下谷ランプこ う ら

小浦ランプ

よりかねちょう

頼兼町ランプ

しんくらちょう

新倉町ランプ

いんのしまきた

因島北IC

福山本郷道路（三原～本郷）
みはら

三原バイパス 延長9.9km
H24.3開通（2/4）

きはら

木原道路
延長3.8km

R3.3開通（2/4）

おのみち

尾道バイパス
延長7.6km

S56.3開通（4/4）

み は ら

三原市

たけはら

竹原市

185

おのみち

尾道市

尾道糸崎港（糸崎港区）

尾道糸崎港
（尾道港区）

むかいしま

向島 IC

尾道糸崎港
（松永港区）

国道２号
(主)瀬野川
福富本郷線

対象区間

凡 例

高速自動車国道
４車線以上 暫定２車線 ２車線

福山本郷道路
４車線以上 暫定２車線 ２車線

福山本郷道路（未事業化区間）

一般国道の自動車専用道路
４車線以上 暫定２車線 ２車線

一般国道（直轄管理区間）
４車線以上 ２車線

一般国道（直轄管理区間外）

主要地方道

一般県道

○福山本郷道路のうち、尾道バイパス（S56開通）、木原道路（R3開通）、三原バイパス（H24開通）がこれまでに整備されている。

○対象区間は、残りの未事業化区間である。

ふ く や ま ほ ん ご う お の み ち き はら み はら
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３．地域の現状と課題
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３-１. 人口推移
３．地域の現状と課題

【周辺人口】

三原市役所

竹原市役所

至

広
島
市

至

岡
山
市

東広島市役所

尾道市役所

2

2
2

185

E2

E2

E54

E76

E75

対象区間

東本通⼟地区画整理事業

資料：R2国勢調査

資料：東本通土地区画整理事業パンフレット（三原市）

【三原市の人口推移】

【三原市の高齢者人口・高齢化率の推移】

資料：国勢調査、日本の将来推計人口（令和5年推計）

【東本通土地区画整理事業区域※

の人口推移】

資料：国勢調査※本郷南2～5丁目を対象に集計

2,138
2,388

2,548

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H22 H27 R2

（人）

○三原市の人口は約9.1万人であり、隣接する尾道市、竹原市、東広島市はそれぞれ約13.1万人、約2.4万人、約19.7万人である。

○三原市の人口は減少傾向にあるが、土地区画整理事業中の東本通土地区画整理事業区域（本郷南2～5丁目）では増加傾向と

なっている。

○三原市は全国や中国地方、広島県全体に比べ、人口減少が著しく、高齢化率も上回っている。

み は ら お の み ち た け は ら ひがしひろしま

み は ら ひがしほんどおり

み は ら

増加傾向

人口； 伸び率；

高齢者人口； 高齢化率；

み は ら

三原市
90,573人

みはら

三原地域
71,052人

ひがしひろしま

東広島市
196,608人

たけはら

竹原市
23,993人

く い

久井地域
3,947人

だいわ

大和地域
5,123人

おのみち

尾道市
131,170人

ほんごう

本郷地域
10,451人

※本郷地域：旧本郷町、三原地域：旧三原市



70.2%
56.0% 54.0%

3.5%

8.3%
19.7%

1.8%

5.9%

3.2%3.7%
4.6%

2.3%
11.3%

13.8%
11.3%

8.0% 9.6% 8.1%
1.5% 1.7% 1.4%
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自転車
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３-２. 土地利用・地域生活

○三原市の人口は三原地域・本郷地域の中心部に集中しており、対象区間沿線は住居系・工業系用途地域に指定されている。

○三原市と他市町との通勤・通学流動は、隣接する尾道市、東広島市との結びつきが強く、各々約2～4割を占めている。次いで、

福山市、竹原市との流動が約1～2割である。通勤・通学時の利用交通手段は、自家用車が約7割を占めている。

み は ら み は ら ほ ん ご う

ふ く や ま た け は ら

＜通勤・通学先内訳＞

県外 3.2% 県外 3.6%
その他広島県内 5.1% その他広島県内 4.3%

世羅町 6.1% 世羅町 4.6%

広島市 6.8% 広島市 8.2%

竹原市

13.4%
竹原市

11.7%

福山市

14.6%
福山市

16.3%

東広島市

22.7%
東広島市

15.8%

尾道市

28.1%
尾道市

35.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

【流入】

他市町→三原市

(n=10,057人)

【流出】

三原市→他市町

(n=10,102人)

み は ら お の み ち ひがしひろしま

資料：R2国勢調査

至

広
島
市

至
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山
市

広島空港

2

185

E2

2

対象区間

三原市役所

み は ら

三原市

三原駅
本郷駅

500mメッシュ人口

1,000人以上
500～1,000人未満
100～500人未満
50～100人未満
50人未満

凡例

高規格道路（4車線） 補助国道
高規格道路（2車線） 主要地方道
直轄国道（4車線） 一般県道
直轄国道（2車線）

本郷IC

三原久井IC

尾道糸崎港
（糸崎港区）

資料：国土数値情報（R1用途地域）

至

広
島
市

至

岡
山
市

広島空港

2

185

E2

2

対象区間

三原市役所

み は ら

三原市

三原駅
本郷駅

用途地域

住居系

商業系

工業系

凡例

高規格道路（4車線） 補助国道
高規格道路（2車線） 主要地方道
直轄国道（4車線） 一般県道
直轄国道（2車線）

本郷IC

三原久井IC

尾道糸崎港
（糸崎港区）

【通勤・通学流動】

資料：R2国勢調査※三原市および三原市を跨ぐ流出入通勤通学者数合計概ね1,000人以上の市町村で作成

み は ら
三原市
⾃市内割合
77.8%

おのみち
尾道市
⾃市内割合
79.5%

ふくやま
福⼭市
⾃市内割合
83.2%

たけはら
⽵原市

⾃市内割合67.7%

せ ら
世羅町
⾃町内割合
75.5%

ひがしひろしま
東広島市
⾃市内割合
76.8%

ひろしま
広島市
⾃市内割合
52.5%

【人口分布】

【用途地域】

468⼈
617⼈

686⼈

828⼈

2,279⼈

1,593⼈

3,591⼈

2,830⼈

971⼈

1,229⼈

337⼈

539⼈

1,185⼈1,350⼈

1,642⼈

1,466⼈

凡例

2,000人以上
1,000～2,000人未満
500～1,000人未満
500人未満

※自市町内割合：自市町内で通勤・通学する人数の割合

＜利用交通手段＞

自家用車が
約７割

DID地区

本郷地域中⼼部

三原地域中⼼部

３．地域の現状と課題

資料：R2国勢調査
※利用交通手段が複数のものを除く
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＜構成比＞ 製造業が突出 ＜特化係数＞

※特化係数＝三原市の構成比/全国の構成比
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３-３. 産業構造

【就業者数の産業別構成比】

資料：R2国勢調査

資料：2023年経済構造実態調査

○三原市の就業者数は、広島県全体及び全国と比較して第1次産業及び第2次産業の割合が高い。

○三原市の産業分類別総生産を見ると、製造業が約4割と突出しており、全国平均と比較して割合も高い。

○製造品出荷額等はプラスチック製品製造業が最も多く約3割を占め、次いで輸送用機械器具製造業が約2割である。

【製造品出荷額等の内訳】

資料：令和3年度広島県市町民経済計算結果を基に作成

【令和3年度市町内総生産（三原市）】

全国平均と比較して
製造業の割合が高い

み は ら

み は ら

第１次・第２次産業の
割合が高い

プラスチック製品と
輸送用機械器具で
約5割を占める

プラスチック製品
製造業
26.8%

輸送用
機械器具
製造業
24.1%

３．地域の現状と課題
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３-４. 交通特性
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○対象区間沿線である三原地域・本郷地域を中心とした交通流動を見ると、東西方向の流動が多い。

○東西交通を担う国道２号（対象区間、三原バイパス断面、木原道路断面）の交通量は横ばい傾向となっている。三原バイパス及

び木原道路の開通後、並行区間の混雑度は1.0を下回っているが、対象区間は依然として1.5前後で推移している。

み は ら ほん ごう

み は ら

【断面③：木原道路断面】【断面②：三原バイパス断面】【断面①：三原～本郷間（対象区間）】

資料：全国道路・街路交通情勢調査

対象区間

2

185

本郷IC

E2

E54

尾道IC

2

福山西IC

184

2

185

E2

E76

広島空港

尾道糸崎港

【24時間交通量】

【断面交通量・混雑度の推移】

おのみち

尾道市み は ら

三原市

凡例
400百台/⽇以上
200〜400百台/⽇
100〜200百台/⽇
50〜100百台/⽇
50百台/⽇未満

258百台/⽇

113百台/⽇

153百台/⽇

373百台/⽇

351百台/⽇

172百台/⽇

75百台/⽇

三原久井IC

384百台/⽇

368百台/⽇

503百台/⽇

69百台/⽇

【断面②】

【断面③】

199百台/⽇

71百台/⽇

167百台/⽇

106百台/⽇

227百台/⽇
【断面①】

木原道路 R3.3開通三原バイパス H24.3開通

至

岡
山
市

至

広
島
市

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査

交通量(三原バイパス) 混雑度(三原バイパス)

交通量(国道185号)              混雑度(国道185号)

交通量(木原道路) 混雑度(木原道路)

交通量(国道2号)   混雑度(国道2号)交通量(対象区間) 混雑度(対象区間)

尾道JCT

西瀬戸尾道IC

西藤IC

向島IC

尾道大橋
出入口

き は ら

185
木原道路

３．地域の現状と課題

【三原地域・本郷地域を中心とした交通流動（百台／日)】

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査
対象区間

※各方面のゾーン集約は以下のとおり
三原地域：旧三原市
本郷地域：旧本郷町
三原市北部：旧久井町、旧大和町
東部：尾道市以東（鳥取県、四国含む）
西部：東広島市以西
北部：三次市、庄原市、世羅町、島根県



３-５．現道の現状

至

広
島
市

山陽新幹線

2

2

2

三原西部工業団地
（小原地区）

舟木大橋北詰

中筋下

本郷橋東詰

片山浄水場（南）

本
郷
西
小
学
校
入
口

北
方
入
口

本
郷
バ
イ
パ
ス
西

梨
羽
橋
西
詰

原
市
沖

本
郷
大
橋
西
詰

小
原
橋
入
口

仏
通
寺
入
口

納
所
橋
北
詰

本
郷
団
地
入
口

本
市
橋
北
詰

長
谷
駐
在
所
西

長
谷
取
水
場
前

七
宝
橋
北
詰

新
橋

本郷IC

JR本郷駅

国道2号
原市沖～本郷西小学校入口

（4車線）

L=2.7km

国道2号
本郷西小学校入口以西

（2車線）

国道2号
新倉～本郷大橋東詰

（2車線）

L=6.0km

国道2号
三原バイパス

（2車線）

Ｅ２

本
郷
大
橋
東
詰

新
倉

国道2号
本郷大橋東詰～原市沖

（2車線）

L=1.1km

三原市本郷支所

東本通土地区画
整理事業区域

東本通土地区画整理事業
（土地区画整理事業）

三原西部工業団地（小原地区）

11

３．地域の現状と課題

船木大橋（東）

○対象区間の現道は、大半が二級河川沼田川とＪＲ山陽本線に挟まれた2車線の道路であり、地形的な制約が大きく、道路構造不

良箇所も存在。

○沿道は、国道２号を中心に工業系・住居系の用途地域に指定されており、三原西部工業団地などの産業・工業団地が集積し、良

質な市街地の形成や住環境を創出すべく土地区画整理事業が進められている。

ぬ た

み はら せい ぶ

道路種別
高速自動車国道
福山本郷道路
一般国道
主要地方道
一般県道

車線数
4車線
2車線

交差点等 ※対象区間のみ

信号交差点

道路構造不良箇所
曲線半径 R<150m

用途地域
住居系用途地域

商業系用途地域

工業系用途地域

至

岡
山
市



60 70 69 69 41

61 68 67 68 40

61 67 66 66 39

61 67 66 66 39

62 67 65 65 39

62 67 65 66 40

61 66 65 65 40

62 67 65 66 40

61 67 66 66 40

62 68 66 67 40

60 69 67 67 40

62 69 67 67 41

51 53

52 59

52 59

51 59

51 57

51 58

51 57

51 58

51 58

51 60

51 60

52 60

49 46 55 53 47 30

55 52 59 56 47 31

52 53 51 47 39 25

53 52 47 39 31 22

52 51 49 43 35 23

54 54 51 49 45 26

52 51 51 48 43 25

51 51 51 48 44 25

53 53 51 48 43 25

57 55 58 54 44 26

56 55 53 41 28 21

58 57 59 56 48 32

29 23

29 23

27 26

26 25

27 26

29 28

28 28

29 27

28 27

29 26

26 25

32 28

47 46 36 49 47 20

47 48 39 48 43 27

47 48 44 46 39 26

45 46 43 38 28 21

46 45 42 39 30 22

48 50 48 50 45 32

47 49 47 50 47 37

47 48 46 49 46 36

46 47 45 49 45 33

45 42 37 47 44 35

46 40 36 40 27 17

47 44 37 43 37 27

14 19 25 35

19 23 30 36

23 25 33 35

19 23 32 34

21 24 33 34

28 32 38 36

32 36 36 35

32 35 35 35

28 30 35 35

29 31 37 37

15 19 28 36

23 26 35 38

46 62 66 65 62 59 55 55 57 58 58 57 58

45 63 66 66 64 62 59 58 60 60 59 59 60

45 62 65 65 64 62 60 59 60 60 60 60 61

46 62 64 64 63 62 60 59 60 60 60 60 61

44 62 64 65 64 62 60 59 60 60 60 60 62

45 62 65 65 65 64 62 60 61 61 61 61 63

45 62 64 64 63 62 60 59 60 61 61 61 62

45 62 65 65 64 63 60 60 60 61 61 61 62

44 62 64 64 63 62 60 59 60 60 60 60 61

46 62 65 65 64 63 61 59 60 61 60 60 61

46 63 66 66 64 62 59 59 60 60 60 60 61

46 62 66 66 64 63 60 59 60 60 60 60 61

9 14 39 51 65 62 64 65 66 66 65 65 62

24 44 64 66 66 63 64 65 66 66 66 65 63

28 52 64 64 64 62 62 64 65 65 64 64 62

28 52 65 65 65 64 64 65 67 66 65 65 63

27 50 65 65 66 64 64 65 67 66 65 65 63

30 53 64 66 66 65 65 66 67 66 66 66 64

29 53 66 67 67 65 65 66 67 66 66 65 63

25 48 66 66 66 64 65 65 66 65 65 64 63

26 42 61 63 66 65 65 66 67 66 65 65 63

28 44 62 65 67 65 65 66 67 66 66 65 63

19 35 60 64 66 61 63 64 66 65 64 64 61

25 46 65 67 68 64 66 67 67 66 65 65 63

32 37 21 12

34 40 30 25

34 42 32 30

35 43 32 30

36 43 32 29

36 44 34 32

35 43 33 30

34 41 31 27

35 42 31 28

35 43 34 30

35 41 28 22

37 44 30 27

21 31 28 27 38 42

26 36 32 34 43 44

44 46 39 42 48 46

46 47 40 43 49 47

46 48 40 44 50 47

48 49 41 44 51 48

47 48 40 43 50 47

46 47 40 42 49 46

47 48 40 43 49 46

46 49 40 42 50 47

47 50 41 42 50 47

47 50 42 44 51 48

34 29

34 28

33 37

33 38

35 38

39 41

39 40

35 38

35 39

36 39

35 40

40 41

43 40 42 36 44 36

49 44 42 36 44 35

40 43 46 33 42 33

37 42 45 32 42 31

37 42 45 32 42 31

39 44 46 34 45 34

40 44 46 34 45 34

38 43 46 33 44 34

40 45 47 33 45 34

51 46 46 42 47 37

52 44 45 42 47 38

50 45 45 42 48 39

45 53

45 55

44 51

44 50

43 50

44 51

44 51

43 51

44 52

45 57

45 57

46 57

45 63 64 64 52

49 63 63 63 51

48 62 62 62 49

46 60 60 61 49

49 62 62 62 48

52 63 62 62 49

51 63 62 63 49

52 63 62 63 49

48 63 63 64 49

49 61 61 64 49

48 65 65 66 51

52 65 65 66 51

12

３-６．渋滞の現状と課題

資料：ETC2.0プローブデータ（R5.4～R6.3平日平均）、R3全国道路・街路交通情勢調査

三原バイパス

○対象区間は、混雑度が1.25を超えて日中も混雑しており、上り方向は七宝橋北詰交差点、下り方向は新橋交差点や新倉交差点

を先頭に速度低下が発生している。

写真② R6.5.23 ⼣ピーク

本市橋北詰交差点付近

⾄ 岡⼭市

⾄ 広島市仏通寺入口交差点付近

写真① R6.5.24 朝ピーク
⾄ 岡⼭市

⾄ 広島市

し っ ぽ う ば し き た づ め し ん ば し し ん く ら

至

広
島
市

至

岡
山
市

【旅行速度・混雑度】

本郷IC

2

E2

＜国道２号＞
7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

混雑度 0.36 0.36 1.11 1.32 1.53 1.46 0.88

旅行速度

上り
東向き

旅行速度

下り
西向き

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

写真①

写真②
本
郷
大
橋
東
詰

2
北
方
入
口

本
郷
西

小
学
校
入
口

仏
通
寺
入
口

納
所
橋
北
詰

七
宝
橋
北
詰

新
橋

旅行速度

10km/h未満

10～20km/h未満

20～30km/h未満

30～40km/h未満

40～50km/h未満

50km/h以上

混雑度

1.0未満

1.0～1.25未満

1.25～1.75未満

1.75以上

地域の声

（R６.７ 三原市 ヒアリング結果）

木原道路が開通し、山陽自動車道や

周辺道路から国道２号に転換して交

通量が増えている。福山・尾道方面か

らの交通が、新倉交差点から西側で

ボトルネックとなり、上下線ともに混雑

するようになった。平日は毎日混雑し

ており、特に朝夕の混雑が激しい。

写真③ R6.5.24 朝ピーク

⾄ 広島市

⾄ 岡⼭市
新倉交差点付近 (三原バイパスからの合流)

本
市
橋
北
詰

新橋交差点を先頭に速度低下
三原バイパスにも影響

七宝橋北詰交差点を先頭に
本市橋北詰交差点を超えて速度低下

新
倉

写真③

３．地域の現状と課題

本
郷
バ
イ
パ
ス
西

■混雑度とは
道路の混雑状況を表す指標で、交通容量（道路を円

滑に通過できる交通量の最大数）に対する、実際の交
通量の割合。

混雑度の数値による混雑状況の目安は以下のとおり。
・1.0～1.25 ⇒1～2時間程度の混雑が発生
・1.25以上⇒ピーク時間を中心に混雑時間帯が増加



26%

11%

2%

7%

8%

4%

5% 12%

4%

3% 12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

追突 出会い頭 正面衝突 右折 左折 その他車両相互 車両単独 人対車両
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３-７. 交通安全の現状と課題

○対象区間には事故危険区間が多数存在し、本郷バイパス西交差点や本市橋北詰交差点付近、新倉交差点等で死傷事故率が

高く、事故類型は渋滞に起因すると想定される追突事故が約8割を占めている。

○国道２号の渋滞を避けるため、生活道路が抜け道として利用されており、沿線住民の安全・安心を脅かしている。

ほ ん ご う

【死傷事故率・事故危険区間】

三原市本郷南４丁目付近の事故

R2.2.20撮影

至 岡山市
写真①

本郷バイパス西交差点付近の事故

至 広島市写真③

至 広島市
写真②

R2.5.16撮影

【事故類型】

地域の声

国道２号の北側の県道三原

本郷線、南側の対岸の市道

（幅員狭小）が抜け道として

使われており、沿線住民から、

抜け道の交通が怖いという意

見をいただいている。

（R４.１１ 三原市 ヒアリング結果）

資料：交通事故・道路統合データベース（R1～R4）

※四捨五入により合計が100%とならない

追突事故75%

追突事故31%

対象区間
(n=28件/4年)

全国
(n=約130万件

/4年)

ほ ん い ち ば し し ん く ら

追突事故が約8割

⾄
広
島
市

⾄
岡
⼭
市

北⽅⼊⼝交差点
230.6件/億台km

本郷BP⻄交差点
115.3件/億台km

E2

E2

2

2

死傷事故率（件/億台km）

100件/億台km以上

R4全国平均43.5～100件/億台km未満

R4全国平均43.5件/億台km未満
185

486

単路部
(本市橋北詰交差点付近)
91.0件/億台km

新倉交差点
63.3件/億台km

事故危険区間

抜け道交通

写真① 写真②

資料：交通事故・道路統合データベース（R1～R4）、福山河川国道事務所（R5.3時点）

七宝橋北詰交差点
48.9件/億台km

３．地域の現状と課題

写真③

抜け道利用の状況（県道三原本郷線）

至 岡山市

写真③

R6.12.19撮影 至 広島市



３-８. 防災の現状と課題
３．地域の現状と課題
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○平成30年7月豪雨では、三原市本郷地区において、沼田川水系梨和川が破堤し、重要物流道路である国道２号や本郷ICへのア

クセス路を担う県道瀬野川福富本郷線が冠水により通行不能となり、東西の交通に大きな影響が生じた。

○広島空港には備蓄倉庫や防災広場、防災航空センター等の機能を備えた広島県の広域物資輸送拠点（広島県防災拠点施設）

があり、災害時には円滑な救援物資の輸送が求められるため、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークの確

保が課題である。

み は ら ほ ん ご う ぬ た な し わ ほ ん ご う

せ の が わ ふ く と み ほ ん ご う

地域の声

平成30年7月豪雨の際にインフラが寸断して

救援物資などが滞った経験も踏まえ、災害に

強いインフラとしてバイパスが必要である。

（R４.１１ 医療機関 ヒアリング結果）

広島県防災拠点施設から本郷IC,国道２号を

利用して三原市街へ来ることになるが、平成

30年7月豪雨時は国道２号の水が引くまで

通行できなかった。

三原市内には河川防災ステーションもあり、

大きな道がつながっていることが重要である。

（R４.１１ 三原市 ヒアリング結果）

平成30年7月豪雨時の冠水状況(三原市下北方地内)

実績浸水範囲

資料：広島県HP（実績浸水範囲）

本郷バイパス
西交差点

原市沖交差点

破堤

梨
和
川→

⾄ 広島市

⾄ 岡⼭市

三次川→
本郷バイパス西交差点

原市沖交差点

本郷中央病院

梨和川が破堤し、
国道２号側が低い
ため冠水

国道２号も３ｍ程度冠水
車両など水没

写真① 本郷バイパス西交差点付近

写真② 原市沖交差点付近

【平成30年7月豪雨時の沼田川の浸水状況】

至

広
島
市

至

岡
山
市

写真③

至

広
島
市

至

岡
山
市

2

2

【平成30年7月豪雨時の通行止めの状況】

７/６～７/７
道路冠水による通行止め

７/２８～８/２０
道路陥没による片交規制

７/６ ～７/９
道路冠水による通行止め

対象区間

広島県
防災拠点施設

沼田川河川
防災ステーション

凡例

災害による通行止め箇所

通行止め区間

通行可能区間

広域物資輸送拠点

その他の防災拠点

写真③

写真①

写真②

※木原道路開通前

ひ ろ し ま



0

30

60

90

【山陽道等規制時における拠点間所要時間】
※三原市役所～広島空港間

３-９. 代替性の現状と課題
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規制理由 件数
延べ

規制時間
1件あたり

平均/最大規制時間

雨、路面積雪
法面崩壊

10件 183時間48分
平均：18時間22分
最大：48時間57分

交通事故 14件 65時間11分
平均：04時間39分
最大：12時間04分

合計 24件 248時間59分 平均：10時間22分

○対象区間に並行する山陽道（三原久井IC～本郷IC）は、災害や事故による通行止めが過去10年で24件（延べ約250時間）発生。

○令和3年7月の大雨の際には、山陽道及び複数の県道で通行止めが発生し、国道２号に交通が集中。更に国道２号も被災により

片側交互通行となったことで、三原市役所～広島空港間では大幅な時間の遅れが発生（平常時の約3倍） 。

○また、迂回可能な国道185号経由においても、平常時の国道２号経由の約2倍の迂回時間を強いられる状況となった。

○山陽道など当該地域で頻発する通行止め発生時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークの確保が課題である。

み は ら く い

【令和3年7月大雨時（R3.7.8～7.10）の通行規制状況】 【山陽道（三原久井IC～本郷IC）の通行止め実績】
※H26～R5年度（10年間）

資料：福山河川国道事務所資料、NEXCO西日本提供資料、広島県提供資料、ひろしま道路ナビ

※対象区間周辺で発生した通行規制箇所を図示

資料：NEXCO西日本提供資料

事前通⾏規制区間
⾬量40mm/h(落⽯等)

事前通⾏規制区間
⾵速25m/s(⾞両)

対象区間

事前通⾏規制区間
越波

事前通⾏規制区間
越波事前通⾏規制区間

冠⽔10cm

河内IC
E2

E2

2 2
2

185

486

E54

E76

写真

本郷IC

三原久井IC

路 線 名：(一)下徳良本郷線
区 間 等：三原市本郷町船木
規制理由：土砂崩れ
規制時間：7月8日 6:50～7月12日16:00

尾道IC

路 線 名：(主)三原竹原線
区 間 等：三原市小泉町～竹原市竹原町
規制理由：土砂崩れ
規制時間：7月8日9:00～7月10日17:00

路 線 名：国道2号
区 間 等：本郷大橋西詰交差点西側
規制理由：法面崩落
規制時間：7月8日12:30～19:30

路 線 名：(主)本郷久井線
区 間 等：三原市高坂町
規制理由：道路損壊
規制時間：7月8日10:00～7月13日15:00

路 線 名：(主)三原東城線
区 間 等：三原市八幡町
規制理由：倒木
規制時間：7月8日5:40～13:20

路 線 名：国道486号
区 間 等：三原市久井町坂井原
規制理由：道路陥没
規制時間：7月10日10:30～7月19日13:00

路 線 名：国道2号
区 間 等：日名内(上)交差点西側
規制理由：路面冠水
規制時間：7月8日7:00～12:30

路 線 名：山陽自動車道
区 間 等：三原久井IC～高屋JCT
規制理由：大雨
規制時間：7月8日 6:34～21:02

三原市役所

通行止め（R3.7.8～7.10大雨関連）

片側交互通行（R3.7.8 ～7.10大雨関連）

事前通行規制区間

路 線 名：山陽自動車道
区 間 等：三原久井IC～高屋JCT
規制理由：大雨
規制時間：7月8日 6:34～21:02

2

432

185

184

486

広島空港

路 線 名：山陽自動車道
区 間 等：福山西IC～三原久井IC
規制理由：大雨
規制時間：7月8日 6:44～21:02

尾道市三原市

竹原市

東広島市

ほ ん ご う

資料：ETC2.0プローブデータ
平常時：R3.7.22（木）／山陽道等規制時：R3.7.8（木）

※山陽道等規制時の所要時間が最大となる17時台の所要時間
※平常時は同じ月・同じ曜日で晴天時の日を採用

（分）

国道2号経由 国道185号経由

平常時 山陽道等規制時

28分

75分

59分

国道2号経由

至 岡山市

至 広島市

写真：規制時における国道２号の交通状況
（三原市長谷地先付近 R3.7.8 17時40分頃)

至

岡
山
市

至

広
島
市

み は ら ひ ろ し ま

10年間で24件、延べ約250時間の通行止め

３．地域の現状と課題



写真（R6.5.24）

至 岡山市

至 広島市

68 

45 

0 20 40 60 80

対象区間

広島県内

国道2号（現道）

（百台/日）

大型車混入率

30.3％

大型車混入率

19.3％
※バイパス等を除く

３-１０. 物流の現状と課題

○対象区間周辺には空港、港湾、高速IC等の交通拠点や産業団地・工場が集積しており、重要物流道路である国道２号及び山陽
自動車道は物流の大動脈として重要な路線となっている。

○対象区間の国道２号は、多くの区間が洪水浸水想定区域に指定されており、大雨時の被災リスクがあるとともに、日常的な渋滞
も発生しており、物流活動に支障をきたしている。

至

広
島
市

至

岡
山
市

広島空港

E2

み は ら

三原市

2

本郷IC

尾道糸崎港（糸崎港区）

三原⻄部⼯業団地
(惣定地区)[完売]

本郷産業団地[完売]

広島臨空産業団地[完売]

対象区間

三原⻄部⼯業団地
(⼩原地区)[完売]

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査、国土数値情報（R1用途地域）
洪水ポータルひろしま（R6.6参照時点）
中国地方の輝く企業（オンリーワン・ナンバーワン企業）

46百台/日

（25.0％）

57百台/日（31.2％）

61百台/日

（19.2％）

75百台/日

（29.0％）

61百台/日（22.7％）
コカ・コーラボトラーズ
ジャパン倉庫
ハブ機能として
中国５県を担う

【産業団地・洪水浸水想定区域】

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査

県内国道２号の
平均を上回る

※平均交通量：区間毎に走行台キロを算出し、対象区間の合計を総延長で除した値
※大型車混入率：大型車の平均交通量を全車の平均交通量で除した値

コカ・コーラボトラーズ
ジャパン広島⼯場
H30.7豪⾬で元の⼯場
が浸⽔したため移転

株式会社レニアス
ポリカーボネート樹脂窓・窓枠の
国内シェアNo.1

地域の声

（R４.１ 企業ヒアリング結果）

63百台/日（31.6％）

【大型車の平均交通量の比較】

株式会社共⽴機械製作所
船舶⽤各種装置の国内シェアNo.1

株式会社やまみ
加⼯⾖腐の国内シェア100％

2

凡例

用途地域（工業系）

洪水浸水想定区域

三原市 産業団地

大型車交通量
（大型車混入率）

重要物流道路

百台/日(%)

写真

【三原西部工業団地の大型車流動※】

下北⽅・南⽅企業群

2

広島空港

三原久井IC

2

E2

三原⻄部⼯業団地
(⼩原・惣定地区)

至

広
島
市

至

岡
山
市

本郷IC

※検討断面を通過する大型車台数に対する
各区間の通過台数割合を示したもの

検討断面

資料：ETC2.0プローブデータ（令和5年10月平日データ）
※大型車両のみを対象に集計（検討断面の平日1ヵ月間の通過台数は14,358台）

国道2号や山陽道（本郷
IC経由）を利用しての
東西移動が大半を占め
ている

185

通過台数割合
40%以上
30%以上
20%以上
10%以上
5%以上
5%未満

国道２号や(主)瀬野川
福富本郷線、山陽道を
利用しての東西移動が
大半を占めている

⼭陽⾃動⾞道

▲国道２号を走行する大型車の状況（仏通寺入口交差点付近）

三原市役所

⽵原市役所

16

本郷は国道２号、高速ICも近く、九州～関西まで日帰り可

能で非常に便利な地域であるが、幹線道路が少ないため、

代替路がない、時間が読みにくいなどの問題もある。

国道２号や山陽自動車道を利用して原材料の入荷・製品

の出荷を行っているが、仏通寺入口交差点付近が渋滞し

ており、工場から国道２号に出る際に時間がかかる。

３．地域の現状と課題

仏通寺⼊⼝交差点



３-１１. 救急医療の現状と課題

17

○三原西消防署管内の救急搬送人数は年間988人で、約7割（683人）が市中心部の二次救急医療機関への搬送となっているが、
主要な搬送経路である国道２号は片側１車線のため、渋滞時には追い越しが困難な状況となっている。

○また、三原市内には三次救急医療機関がないため、重症患者等の搬送はJA尾道総合病院（尾道市）に依存しているが、当該医
療機関の30分圏人口カバー率は約3割と低く、救急医療活動の円滑化・迅速化が課題となっている。

資料：R6.6 三原市消防本部 ヒアリング結果

【三原市西消防署における病院別救急搬送人数】 【救急医療機関の立地状況／三次救急医療機関30分圏】

※三次救急医療機関30分圏は、R3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅
行速度上下平均値を用いて算出

※圏域人口は、R2国勢調査における4次メッシュ人口（島しょ部除く）より算出
※30分圏人口カバー率は、対象エリアの総人口に対する30分圏内人口の割合
※三次救急とは、一次救急や二次救急では対応が難しい生命に関わる重症患

者に対応する救急医療

⾄ 広島市

⾄ 岡⼭市

▲渋滞時における救急車の走行状況（長谷町駐在所付近）
時間経過

至

広
島
市

至

岡
山
市尾道IC

本郷IC

三原久井IC

ＪＡ尾道総合病院

本郷中央病院

三原市医師会病院

興生総合病院

三原赤十字病院

三原城町病院

写真

三原消防署

三原消防署
久井出張所

三原西消防署
大和出張所

三原西消防署管内

三原消防署管内三原市

尾道市

竹原市

対象区間

写真（R6.5.23）

死
亡
率
（
％
）

100

75

50

25

30 1
sec min

2 3 5 10 15 30 1h

緊急事態における時間経過と死亡率の関係

①心臓停止 ②呼吸停止 ③多量出血

多量出⾎では30分が
死亡率50％の分岐点

資料：カーラーの救命曲線（M.cara1981.「カーラーの曲線」より）

※時間経過と死亡率の関係

経過時間

■その他

■三次救急医療機関
（JA尾道総合病院）

■三原西消防署管内の
二次救急医療機関

■三原消防署管内の
二次救急医療機関

2

185432

486

432

486

185

三次救急医療機関（JA尾道総合病院）

三原西消防署管内の二次救急医療機関

三原消防署管内の二次救急医療機関

三次救急医療機関の30分圏エリア

み は ら

み は ら お の み ち お の み ち

138

168
161

43

72
65

112

119
79

0

200

400

600

800

1,000
(人)

R3
計742人

R4
計943人

三原市中心部への搬送
増加傾向

449
(61%)

584
(62%)

683
(69%)

R5
計988人

0%

20%

40%

60%

80%

100%

三原市全域
三原

消防署管内

三原西
消防署管内

72% （563/631）

（86/270）

89%

32%

（649/900）

三次救急医療機関（JA尾道総合病院）
の30分圏人口カバー率

※（ ）内はカバー人口／総人口（単位：百人）

三原西消防署管内は
約３割と低い

三原西消防署河内IC

３．地域の現状と課題

地域の声

（R６.６ 三原市消防本部ヒアリング結果）

（R４.１1 医療機関ヒアリング結果）

三原西消防署から三原市中心部の医療

機関やJA尾道総合病院への救急搬送

は、国道２号をメインルートとして利用して

いるが、片側１車線のため、追い越しが困

難な場合がある。

病院に搬送する際、本郷方面は渋滞に巻

き込まれて到着が遅れることがある。TPA

（脳血管に詰まった血栓を溶かす薬）、カ

テーテル（心臓の循環器）等の対応では、

病院への到着が遅れると死亡確率が上が

り、助かったとしても後遺症が残りやすい。



３-１２. 観光の現状と課題

三原市は新幹線駅と港が近接しているため、観

光周遊としての利便性が高い。また、空港周辺

には観光施設の立地があるため、空港から三原

市内への周遊に期待している。一方で、新倉～

広島空港は渋滞によりアクセス性に課題がある

ため、バイパス整備によるメリットは大きい。

18（R4.11 観光関連団体 ヒアリング結果）

【観光客数の推移】

○三原市では、三景園をはじめ多くの観光施設が立地する広島空港周辺や年間を通してさまざまな祭りが開催される三原駅・港周

辺が主要な観光拠点となっており、周辺には千光寺やしまなみ海道（尾道市）、大久野島（竹原市）などの著名な観光地が存在。

○三原市の観光客数は概ね増加傾向にあるものの、広島県全体と比較すると、コロナ禍以降の回復は鈍化している。

○市内観光拠点間や周辺の観光地間との周遊性向上による観光振興が課題である。

み は ら さ ん け い え ん ひろしま み はら

【主な観光施設の立地状況及び観光客数】

至

広
島
市

至

岡
山
市

2

E54

広島空港

E76

E2

E2

み は ら

三原市

たけはら

竹原市

おのみち

尾道市

道の駅たけはら

道の駅よがんす白竜

三原駅

⽵原駅

千光寺ロープウェイ
51.8万人

尾道ふれあいの里
15.4万人

道の駅
クロスロードみつぎ

圓鍔勝三彫刻美術館
0.4万人

三景園
7.3万人

大久野島
19.8万人

2

凡例

10万人以上

5～10万人未満

1～5万人未満

1万人未満

佛通寺三景園（広島空港周辺）

アメリカの日本庭園専門誌で
日本庭園全国ランキング10位（2023年度）

佛通寺

三原市すなみ海浜公園

Nスタキャンプそらの庭

三原市
白竜湖

親水公園

瀬戸内海国立公園筆影山

瀬戸内海国立公園竜王山

御調八幡宮

棲真寺

米山寺

塔の峰千本桜

旧松坂家住宅
1.0万人

大平山
登山道入口

瀑雪の滝

昇雲の滝

やっさ祭り（三原駅周辺）

三原港

忠海港

資料：令和5年広島県観光客数の動向、三原市オープンデータ 観光施設一覧、令和5年尾道市観光客統計
写真：三原市HP「見晴写眞堂」、瀬戸内しまたびラインHP

因島水軍城
2.9万人

平山郁夫美術館
4.0万人

185

地域の声

3日間で約40万人の人出で賑わう
中国地方を代表する夏祭り

せ ん こ う じ お の み ち お お く の じ ま た け は ら

み は ら

広島空港周辺

三原駅・港周辺
道の駅
みはら神明の里

大久野島

千光寺・しまなみ海道

三原駅周辺で開催される主な祭り
・三原神明市（2月）
・三原さつき祭り（5月）
・三原やっさ祭り（8月）
・三原浮城まつり（11月）

尾道糸崎港
（尾道港区）

（R4.11 広島空港周辺観光施設ヒアリング結果）

繁忙期のGW、夏休み、正月休みに利用客が多

いが、国道2号で渋滞が発生することも多く、団

体客の到着の遅れにより、予定していた工程

（体験プログラム）が遅れることもあった。バイパ

スが整備されると、三原方面からのスムーズな

アクセスにより、観光面や通勤面での効果が期

待される。

←三原港
（瀬戸内しまたびライン）

瀬戸内の島々を巡る
観光型高速クルーザーの寄港地

外国クルーズ船がR5.4.26に初寄港
R5：3回寄港

尾道糸崎港→
（外国客船スター・ブリーズ）

尾道糸崎港
（糸崎港区）

クルーズ船が寄港する三原港、尾道糸崎港

サイクリング客数
21.4万人

対象区間

龍泉寺

236
312 338 322 355 378

452
391 416

272 272 285

368

5,532
5,893 6,109 6,181

6,618 6,777 6,989
6,504 6,719

4,207
3,966

4,907

6,037

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

三原市 広島県（三原市；万人） （広島県；万人）

新型コロナウイルス感染症
の拡⼤による影響

平成30年7⽉
豪⾬による影響

回復は鈍い

資料：令和5年広島県観光客数の動向

ほんごう
古墳の里

３．地域の現状と課題



4.4 4.8
5.4

5.9 6.2 6.8

2.9
3.6

5.6 5.9

4.1 4.3 4.0 4.1
5.1 4.9

1.7 1.3
2.3 2.6

0

2

4

6

8

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

レンタカー利用台数 三原便乗客数

（万人・万台）
コロナ禍以降回復

219 
251 

35 
17 

0

50

100

150

200

250

300

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

国内線 国際線（万人）

３-１３. 観光の現状と課題（空港からの周遊）

19

○広島空港の定期路線は、国内線5路線、国際線6路線が運航しており、搭乗者数は概ね増加傾向にある。

○広島空港からの交通手段としてバスやレンタカーの需要は高く、利用者は増加傾向にあるものの、三原駅へのアクセス路となる国

道２号は時間信頼性が低く、観光シーズンは最大約15分の差があり、アクセス向上による観光周遊の活性化が課題である。

資料：広島国際空港株式会社提供資料

【広島空港の搭乗者数】

ひ ろ し ま

み は ら

資料：広島空港利用状況（広島県HP）

国内線︓５路線（⽻⽥、札幌、仙台、沖縄、成⽥）
国際線︓６路線（⼤連、北京、上海、台北、ソウル、ハノイ）

※令和6年10月時点

【広島空港からの二次交通】

※定期便の合計値。R2～R4の国際線は、全線運休。

資料：R3年度航空旅客動態調査

n=1,376人

＜広島空港利用者のリムジンバス・レンタカーの利用実績＞

※休日調査における最初イグレス手段を集計（不明除く）

ひ ろ し ま

～中四国最大級のレンタカー統合施設が開設（R6.7.1）～

・レンタカー営業所(既存5社+
新規1社)を１か所に統合。

・従来は空港から各レンタカー
営業所まで送迎車で移動す
る必要があったが、徒歩での
移動が可能となり、利便性・
快適性の向上等が図られ
る。

地域の声

国道２号の時間信頼性が低いため、三原便リムジンバスは時間に余

裕を持った運行とせざるを得ない。観光需要喚起の際に、広島空港

と三原駅間のアクセスが課題となるため、玄関となる広島空港から三

原駅までのアクセス性が改善すれば、船や鉄道、その他の交通機関

を利用した観光周遊が可能になると思う。

（R4.11 広島国際空港株式会社 ヒアリング結果）

三原は瀬戸内観光の玄関口であり、外国人もレンタカーを利用した観

光が多い。渋滞等による不安があるため、迂回路やバイパスが整備さ

れると良い。

（R4.11 観光関連団体 ヒアリング結果）

【観光シーズンの旅行速度（広島空港→三原駅）】

本郷IC

み は ら

三原市
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速度差が大きい
※最大速度差約41km/h
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資料：ETC2.0プローブデータ（R5.8.12 10時台、R5.8.13 8時台） ※三原やっさまつり開催期間中のうち広島空港から三原駅までの所要時間差が最も大きい時間帯

＜交通手段の内訳＞

空
港
分
れ

三
原
桟
橋
前

R5.8.12 10時台

R5.8.13 8時台

42.5分

27.3分

※空港分れ交差点→三原桟橋前交差点で算出

所要時間差
約15分

＜広島空港から三原駅までの所要時間＞
広島空港

R5.8.13 8時台 R5.8.12 10時台 左記時間帯における旅行速度の差分

新型コロナウイルス感染症
拡⼤により運休・減便等

約15％増

対象区間

E2

2
2

空港バス

25.9%

レンタカー

12.4%

高速バス 5.8%

市内バス 4.5%貸切バス 4.9%

タクシー 2.1%

自家用車等

44.0%

その他 0.4%

空港バス・
レンタカーの
割合が高い

３．地域の現状と課題

開設されたレンタカー統合施設
「RENT-A-CAR.Port（レンタカーポート） のりんちゃい」
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４．政策目標(案)の設定
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４-１．現状の課題（課題と要因）

項目 地域、道路・交通の課題 道路・ネットワークの要因

物流
・

産業

・周辺には空港、港湾、高速IC等の交通拠点や産業団地・工場が集積しており、対

象区間は物流の大動脈として重要な路線であるが、多くの区間が洪水浸水想定

区域に指定されており、大雨時の被災リスクがあるとともに、日常的な渋滞も発

生しており、物流活動の円滑化が課題である。

・信号交差点や防災上脆弱な箇所があり、物流や企業活

動を支援するネットワークの速達性・確実性が不十分であ

る。

救急
医療

・対象区間は救急搬送の主要経路であるが、片側１車線のため渋滞時には追い

越しが困難である。

・三原西消防署管内は、三次救急医療機関の30分圏人口のカバー率が低く、救急

医療活動における円滑化・迅速化が課題である。

・片側１車線であり、救急搬送における速達性・確実性が

不十分である。

観光

・三原市及び周辺市には、豊富な観光資源が存在しているが、三原市のコロナ禍

以降の観光客数の回復は鈍く、周遊性向上による観光振興が課題である。

・広島空港からの二次交通の需要は高いものの、対象区間の時間信頼性は低く、

アクセス向上による観光周遊の活性化が課題である。

・観光地間や交通拠点を結ぶネットワークの速達性・確実

性が不十分である。

交通
安全

・対象区間には事故危険区間や死傷事故率が全国平均以上の箇所が多数存在し、

事故類型は速度低下に起因する追突事故が多い。

・生活道路が抜け道として利用され、沿線住民の安全・安心の確保が課題である。

・信号交差点や従道路からの流出入があり、断続的に速

度低下が発生している。

・朝夕は長区間にわたって著しい速度低下が発生している。

防災

・広島空港には広域物資輸送拠点があり、災害時には円滑な救援物資の輸送が

求められるが、対象区間は冠水や法面崩落等の被災リスクがある。

・山陽自動車道の通行止め時には対象区間に交通が集中し、大幅な遅れや迂回

を強いられるなど、災害時の交通ネットワークの脆弱性・代替性が課題である。

・防災上脆弱な箇所があり、確実性が不十分である。

・広域な交通を代替する道路ネットワークが構築されてい

ない。

４．政策目標(案)の設定



４-２．地域の将来像（①広島県）

〇備後圏域都市計画マスタープランでは、備後圏域が目指すべき将来像として「瀬戸内海中央部の発展を牽引する魅力と活力に

あふれる備後圏域」を掲げており、都市計画の目標として、各都市と交通拠点を広域連携軸によりつなぐことで、都市形成や活

力の創出を目指している。

【備後圏域の⽬指すべき将来像】
瀬⼾内海中央部の発展を牽引する魅⼒と活⼒にあふれる備後圏域

【コンパクト+ネットワーク型の都市】
(圏域全体)
・福⼭市に⾼次都市機能を集積し、周辺市町には都市機能の集積を図り、コンパクトな
まちづくりを推進する。
・道路・鉄道などにより重層的なネットワークを形成し、都市機能の相互補完を推進する。
(広域拠点都市︓三原市中⼼部など)
・商業・業務機能や市役所など公共公益施設の集積と広域交通ネットワークを活かし、
都市活動を⽀える拠点を形成する。
・広域交通ネットワークにより郊外部との連携強化を図る。
(地域拠点都市︓本郷地域など)
・交通ネットワークを活⽤し、広域拠点との連携強化を図る。

備後圏域都市計画マスタープラン（R3.3 広島県）

【活⼒を⽣み出す都市】
(圏域全体)
・オンリーワン・ナンバーワン企業など多様な産業集積と陸海空の広域交通拠点を活かし、
先進的なものづくりなどが創出される都市づくりに取り組む。

(広域拠点都市︓三原市中⼼部など)
・重要港湾である尾道⽷崎港や広島空港、県内外を結ぶ⾼速道路等の広域交通ネット
ワークを活かした広域物流機能の強化、広域観光の振興を図る。

(地域拠点都市︓本郷地域など)
・広島空港や本郷ICなどの広域交通ネットワークを活⽤した広域的な交流を促進する。

【安全・安⼼に暮らせる都市】
・激甚化する広域災害の発⽣に対し、総合的な防災・減災対策によって、安全・安⼼に
暮らせる都市づくりを推進する。
・災害発⽣時に広域連携による早期の復旧・復興を可能とするために、多様な交通⼿段
や交通ルートなどの交通体系の代替性・多重性を確保する。

本郷地域
（地域拠点）

三原市中⼼部
（広域拠点）

22
資料：備後圏域都市計画マスタープラン（R3.3広島県）

■備後圏域 将来都市構造図

※上記は具体的な位置を規定するものではありません

び ん ごび ん ご

び ん ご

N

４．政策目標(案)の設定



４-２．地域の将来像（②三原市）

〇都市計画マスタープラン・立地適正化計画では、三原駅周辺地区・本郷駅周辺地区を都市生活拠点、三原西部工業団地（小原

地区・惣定地区）や本郷産業団地等を産業拠点とし、拠点間を連携する福山本郷道路等を広域連携軸に位置付け、 「コンパクト

＆ネットワーク」による持続可能なまちづくりを目指している。

【拠点の形成】
・都市機能の集積を図る⽣活拠点として三原駅周辺地区と本郷駅周辺地区を「都
市⽣活拠点」に位置付ける。
・三原⻄部⼯業団地（⼩原地区、惣定地区）、広島臨空産業団地、本郷産業
団地等を産業拠点に位置付け、事業の⾼度化・多様化や新たな産業の⽴地によ
り、さらなる産業集積を図る。
・三原城跡周辺や広島空港周辺、佛通寺地区等を交流拠点に位置付け、多様な
交流の促進を図る。
【都市軸の形成】
・広島空港、⼭陽⾃動⾞道、福⼭本郷道路、国道２号、JR⼭陽新幹線等を広域
連携軸に位置付け、連携機能を強化して東⻄⽅向、南北⽅向の物流や広域交
流の促進を図る。
【コンパクト＆ネットワークの形成】
・⽴地適正化計画制度の活⽤により、コンパクト＆ネットワークによる集約型の都市
構造を形成し、持続可能なまちづくりをめざす。
【都市施設の整備⽅針】
・市街地の渋滞緩和と災害など緊急時の道路ネットワーク、また産業活動を⽀える物
流機能の強化も図っていくため、福⼭本郷道路をはじめとする幹線道路網の整備を
進める。
・重要港湾尾道⽷崎港は、外・内貿拠点港として港湾機能や物流機能を強化する
ため、公共ふ頭や臨港道路等の整備を促進する。
・広島空港が中国・四国地⽅の拠点空港として発展するため、航空路線の拡充など
による機能強化や新たな交通⼿段を含めたアクセス交通の整備・充実を促進する。

資料：三原市都市計画マスタープラン（H31.3三原市）
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■三原市 将来都市構造図 三原市都市計画マスタープラン（H31.3 三原市）

＜⽬指すべき都市像＞
安全・安⼼・快適、そして元気に住み続けられるまちづくり

み は ら ほ ん ご う

ふ く や ま ほ ん ご う

み は ら

ほ ん ご う

お ば ら

そ う じ ょ う

４．政策目標(案)の設定



４-２．地域の将来像（②三原市）

〇。

三原市⻑期総合計画 後期基本計画（R2.3三原市）
【多様な産業と多彩な交流による活⼒あるまち】
・新たな企業⽴地や地元企業の成⻑により、競争⼒の⾼い産業が集積し安定した税収や雇
⽤が確保されている。
・情報発信やシティセールス、インバウンド対応による販路拡⼤などにより、市内の商業・サービス
業に活気がある。
・空港・港湾施設を基点に、市内外の⼈・物の流れが広がっている。
・道路網が整備され、快適・安全に移動できる。
【安⼼して快適・安全に住み続けられるまち】
・犯罪や交通事故の⼼配が少なくなり、安⼼して⽣活できる。
・災害発⽣時に被害を最⼩限に抑えるための整備が進んでいる。
・消防・救急活動が迅速に⾏われ、市⺠の⽣命・財産が守られている。

【暮らしやすさを磨く】
・広島県と連携し、本郷産業団地を中⼼とした企業誘致活動を実施し、新たな雇⽤
を創出する。
【魅⼒とファンを創る】
・空港⺠営化や地域連携DMOとの連携により、観光客数及び観光消費額の増加を
図る。
・広島空港とその周辺施設の魅⼒を活かしたイベントや情報発信により、空港エリアへ
の誘客を図る。

〇三原市長期総合計画 後期基本計画では、持続可能なまちづくりを目指して、多様な産業と多彩な交流による活力あるまち、安
心して快適・安全に住み続けられるまち等を目標に掲げている。

〇三原市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、広島空港等を活用した交流人口の拡大等を目標に掲げている。

＜将来像＞⾏きたい 住みたい つながりたい 世界へはばたく 瀬⼾内元気都市みはら
前期︓平成27年度~平成31年度、後期︓令和2年度〜令和6年度

三原市⻑期総合計画 第２期三原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（R6.2三原市）
■三原市⻑期総合計画
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み は ら

み は ら ひ ろ し ま

資料：三原市長期総合計画 後期基本計画（R2.3三原市）

■三原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略

４．政策目標(案)の設定
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４-３．課題と地域の将来像を踏まえた政策目標(案)の設定

地域、道路・交通の課題 地域の将来像 政策目標（案）

産業の活性化

救急医療機関への
速達性の向上

観光周遊の促進

・尾道糸崎港や広島空港、本郷ICなど広域交通ネット
ワークを活用した広域的な交流を促進し、物流機能
の強化を図る。

・三原西部工業団地や広島臨空産業団地、本郷産業
団地等を拠点として、新たな企業立地や地元企業の
成長を促す。

信頼性の高い
ネットワークの確保

物流
・

産業

救急
医療

観光

・周辺には空港、港湾、高速IC等の交通拠点や産業団地・
工場が集積しており、対象区間は物流の大動脈として重
要な路線であるが、多くの区間が洪水浸水想定区域に指
定されており、大雨時の被災リスクがあるとともに、日常
的な渋滞も発生しており、物流活動の円滑化が課題。

・対象区間は救急搬送の主要経路であるが、片側１車線の
ため渋滞時には追い越しが困難。

・三原西消防署管内は、三次救急医療機関の30分圏人口
のカバー率が低く、救急医療活動における円滑化・迅速
化が課題。

・三原市及び周辺市には、豊富な観光資源が存在している
が、三原市のコロナ禍以降の観光客数の回復は鈍く、周
遊性向上による観光振興が課題。

・広島空港からの二次交通の需要は高いものの、対象区
間の時間信頼性は低く、アクセス向上による観光周遊の
活性化が課題。

防災

・広島空港には広域物資輸送拠点があり、災害時には円滑
な救援物資の輸送が求められるが、対象区間は冠水や
法面崩落等の被災リスクがある。

・山陽自動車道の通行止め時には対象区間に交通が集中
し、大幅な遅れや迂回を強いられるなど、災害時の交通
ネットワークの脆弱性・代替性が課題。

交通
安全

・対象区間には事故危険区間や死傷事故率が全国平均以
上の箇所が多数存在し、事故類型は速度低下に起因す
る追突事故が多い。

・生活道路が抜け道として利用され、沿線住民の安全・安
心の確保が課題。

交通安全の確保

・三原地域・本郷地域において、医療・福祉等の都市
機能を相互補完するため、コンパクト＋ネットワーク
型の都市構造を形成する。

・消防・救急活動を迅速に行い、市民の生命・財産を
守る。

・広域連携軸により交流拠点の連携を強化し広域交
流の促進を図る。

・空港民営化や地域連携DMOとの連携により、観光
客数及び観光消費額の増加を図る。

・道路網の整備により、快適で安全な移動が可能とな
り、交通事故の心配を少なくする。

・災害発生時に早期復旧・復興を可能とするために、
多様な交通手段や交通ルートなどの交通体系の
代替性・多重性を確保する。

・市街地の渋滞緩和と災害など緊急時の道路ネット
ワーク強化のため幹線道路網の整備を進める。

４．政策目標(案)の設定



４-４. 政策目標(案)・対策案の検討方針(案)
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救急医療 観光 防災交通安全

地域、道路・交通の課題

地域の将来像

１．産業の活性化

２．救急医療機関への速達性の向上

３．観光周遊の促進

４．交通安全の確保

５．信頼性の高いネットワークの確保

◇対策案の検討方針(案)

当該地域の高規格道路の整備方針を検討
（既存の道路ストックの活用も含め、複数の対策案を設定し検討）

地域の課題及び将来像、沿線自治体の総合計画を踏まえ、当該地域の政策目標を以下に設定

尾道糸崎港や広島空港など
の広域的な交流の促進、安
定的な輸送道路を確保する
ための道路整備とは

物流・産業

救急活動を迅速に行い、市
民の生命・財産を守る道路
整備とは

広域連携軸により交流拠点
の連携を強化し、広域交流
の促進を図る道路整備とは

快適で安全な移動が可能と
なる道路整備とは

災害などの緊急時の道路ネ
ットワークを強化するための
道路整備とは

◇政策目標(案)

４．政策目標(案)の設定
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救急医療機関への
速達性の向上 観光周遊の促進 信頼性の⾼い

ネットワークの確保交通安全の確保

・対象区間は、周辺に交通
拠点や産業団地・⼯場が
集積しており、物流の⼤動
脈として重要な路線である。
・渋滞で時間が読みにくく、代
替路がないなど、物流活動
に⽀障をきたしている。

産業の活性化

・三原⻄消防署管内では、三原
市中⼼部の医療機関への救急
搬送件数が多く、対象区間は
主要な搬送経路となっている。
・三次救急医療機関の30分圏
⼈⼝のカバー率が低く、救急医
療活動における円滑化・迅速
化が課題である。

・三原市及び周辺市には豊富な
観光資源が存在しており、周
遊性向上による観光振興が課
題である。
・広島空港からの⼆次交通の需
要は⾼いものの、対象区間の
時間信頼性が低く、アクセス性
向上が課題である。

・対象区間には事故危険区間や死
傷事故率が全国平均以上の区
間が多数存在し、特に追突事故
が多く発⽣している。
・⽣活道路が抜け道として利⽤され
ており、沿線住⺠の安全性に課題
がある。

・対象区間は、周辺に広域物資輸送拠点等
が存在し、災害時には円滑な救援物資の輸
送が求められるが、過去に甚⼤な被害が発
⽣し、東⻄の交通に⼤きな影響が⽣じた。
・⼭陽⾃動⾞道通⾏⽌め時には、対象区間
に交通が集中し、⼤幅な速度低下が発⽣す
るなど災害時における道路網が脆弱であり、
代替性に課題がある。

政
策

⽬
標

︵
案
︶

地
域
︑
道
路･

交
通

भ
課
題

至

広
島
市

至

岡
山
市

185

E2

E54

尾道糸崎港
（糸崎港区）

2

広島空港

2
E2

三原市役所

竹原市役所

尾道市役所

三原港

三原駅

新尾道駅本郷IC

広域図 拡大図

本郷IC

対象区間

至

岡
山
市

至

広
島
市

広島県
防災拠点施設

写真③

写真③渋滞状況

本市橋北詰交差点付近

⾄ 岡⼭市

⾄ 広島市

千光寺
ロープウェイ

道の駅
みはら神明の里

道の駅
たけはら

旧松坂家住宅

三景園

三原市

竹原市

尾道市

2

2

写真①

⾄ 広島市

⾄ 岡⼭市

写真②
R5.3⼭陽⾃動⾞道上り通⾏⽌め時の
交通状況

国道２号本郷団地入口

三原市

写真②

写真④

E76

2

対象区間

尾道糸崎港
（尾道港区）

尾道糸崎港
（松永港区）

広島空港周辺

三原駅・港周辺

大久野島

千光寺・しまなみ海道

大久野島

忠海港

●三原駅周辺で開催される主な祭り
・三原神明市（2月）
・三原さつき祭り（5月）
・三原やっさ祭り（8月）
・三原浮城まつり（11月）

●しまなみ海道
サイクリング客数 21.4万人

４．政策目標(案)の設定

資料：用途地域；国土数値情報、洪水浸水想定区域；洪水ポータルひろしま（R6.6参照時点）
事故危険区間；福山河川国道事務所（R5.3時点）、死傷事故率；交通事故・道路統合データベース（R1～R4）

凡例

用途地域（工業系）

三原市 産業団地

三次救急医療機関

二次救急医療機関

広域防災拠点

10万人以上

5～10万人未満

1～5万人未満

1万人未満

主な観光施設

（観光客数）

資料：用途地域；国土数値情報、観光客数；令和5年広島県観光客数の動向

破堤

梨
和
川→

⾄ 広島市

⾄ 岡⼭市

写真①
H30.7豪⾬時の
冠⽔状況

三原市下北方地内

４-４. 政策目標(案)・対策案の検討方針(案)

⾄ 広島市

⾄ 岡⼭市

写真④
渋滞時における
救急⾞⾛⾏状況

国道２号長谷町駐在所付近

凡例

用途地域（工業系）

三原市 産業団地

洪水浸水想定区域

道路構造不良箇所
（曲線半径R<150m）

事故危険区間

死傷事故率が高い箇所
(R4全国平均43.5件/億台km以上)
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５．意見聴取方法



５-１. 意見聴取の周知方法・期間・対象者
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５．意見聴取方法

■意見聴取の基本方針

■意見聴取の期間

■意見聴取の方法と対象者

把握する意⾒

三原〜本郷間※における道路・交通課題

三原〜本郷間※の道路に求める機能や役割

道路整備の際の懸念事項や配慮した⽅が良いこと

1ヶ月程度

本郷地域
約4,300部

三原地域
約31,100部

尾道市

⽵原市

⾄
広
島
市

⾄
岡
⼭
市

新倉交差点〜本郷IC付近

東広島市 三原市

対象者・実施方法

アンケート

【地域住民】 住民へ郵送配布（回収方法：郵送、WEB回答） 約35,400部

三原市（三原地域） 約31,100部

三原市（本郷地域） 約4,300部

【企業及び団体】 周辺関係企業へ郵送配布（回収方法：郵送、WEB回答） 約3,600部

沿線：企業・事業所 約2,400部

広域：トラック協会等 約1,200部

【道路利用者等】 周辺の公共施設、道の駅、ＳＡ／ＰＡ、観光施設、商業施設に常設
（回収方法：郵送、WEB回答、投函）

約2,600部
（1箇所100部、26箇所）

インタビュー 【道路利用者等】 観光施設等来訪者への聞き取り 2箇所（休日1日）

ヒアリング

【関係自治体及び団体】 広島県・関係市・団体へ意見照会 約30団体

自治体：広島県、三原市、福山市（備後圏域連携推進室）

各団体：消防署、警察署、トラック協会、商工会議所、医療機関、観光協会、沿線工業団地企業、交通事業者 等

オープンハウス

【地域住民】 施設来訪者への情報提供、会場でのアンケート

平日：公共施設等 2箇所（1日1箇所、計2日）

休日：商業施設等 2箇所（1日1箇所、計2日）

【住民アンケート郵送配布範囲】

E54

2

185

E2

E2

E76

2

※本郷地域︓旧本郷町、三原地域︓旧三原市

※国道2号、（主）瀬野川福富本郷線（新倉交差点〜本郷IC付近）



５-２. 各手法の調査項目と活用方法
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把握する意⾒ アンケート オープンハウス ヒアリング 備考

回答者の属性／
道路の利⽤状況 回答結果の差異に対して各分類で整理し分析する。 － 共通

道路・交通課題 三原〜本郷間における道路・交通課題について、地域住⺠や
企業等の概ねの考えを把握する。

左記アンケートでは把握できない具体的な課題に
ついて把握する。

第1回道路に求める
機能・役割

三原〜本郷間の道路に求める機能や役割について、地域住
⺠や企業等の概ねの考えを把握する。

左記アンケートでは把握できない具体的なニーズに
ついて把握する。

懸念事項・
配慮事項 道路整備を⾏う際の懸念事項や配慮すべき事項について幅広く意⾒を把握する。

⽐較ルート帯案
（複数案）に
対する意⾒

ルート帯選定にあたり、地域住⺠や企業等が概ね重要視する
視点を把握する。

ルート帯について、アンケートでは把握できない具体
的な重要視する視点を把握する。

今後アクセスを配慮
すべき拠点・施設

ルート帯選定にあたり、アクセスを配慮すべき拠点や施設につ
いて、地域住⺠や企業等の概ねの考えを把握する。

ルート帯について、アンケートでは把握できない具体
的なアクセスを配慮すべき拠点や施設について把握
する。

その他の
⾃由意⾒ その他、各区間に関する意⾒を幅広く聴取し、計画策定に反映する。

■意見聴取の方法と目的

５．意見聴取方法



５-３. アンケート調査
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①アンケート調査の概要 【A3左開き資料の表表紙（1頁目）】 ②アンケート質問票 【A3左開き資料の裏表紙（4頁目）】

■アンケート調査票（案）

表表紙
（1頁目）

裏表紙
（4頁目）

５．意見聴取方法



５-３. アンケート調査
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③三原～本郷間の現状（地域及び道路・交通の状況と課題） 【A3左開き資料の中面（2・3頁目）】

■アンケート調査票（案）

中面
（2・3頁目）

５．意見聴取方法



５-３. アンケート調査
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④回答はがき（おもて面）と計画段階評価の流れ 【A4厚紙資料の表面】

■アンケート調査票（案）

５．意見聴取方法



５-３. アンケート調査
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⑤回答はがき（うら面）とアンケート回答例 【A4厚紙資料の裏面】

■アンケート調査票（案）

５．意見聴取方法
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６．計画段階評価の流れ
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６．計画段階評価の流れ
６．計画段階評価の流れ

○地域住民や道路利用者の意見を聴きながら、道路計画〔概略ルート・構造等〕について検討を行う。

■計画段階評価手続きの進め方・スケジュール（案）

意⾒聴取
（第１回）

○対象区間の道路・
交通課題

○対象区間の道路に
求める機能・役割

○道路整備による懸
念事項・配慮事項

◆意見聴取方法
《アンケート》

対象者
地域住民
道路利用者
企業 等

《ヒアリング》
対象者

関係自治体
団体

中国地⽅⼩委員会

■第1回意見聴取の
結果

■政策目標の設定

■対応方針（案）の
検討
・比較ルート案

（複数案）
・評価項目

■意見聴取方法

意⾒聴取（案）

○対策方針（案）選定
時に重視する事項
及び配慮事項

◆意見聴取方法
《アンケート》

対象者
地域住民
道路利用者
企業 等

《ヒアリング》
対象者

関係自治体
団体

中国地⽅⼩委員会

■意見聴取の結果

■対応方針（案）
・概略ルート、構造等

中国地⽅⼩委員会
【令和６年12⽉】

■計画段階評価手続
きの進め方（案）

■地域、道路・交通の
状況と課題

■政策目標(案)の
設定

■意見聴取方法

対
応
⽅
針
भ
決
定
︵
概
略
ঝ
␗
ॺ
؞
構
造
︶

（今回）

地 方 小 委 員 会
※各段階で随時自治体と調整

■：審議事項 ○：意見聴取内容


